
 
 
 
 

令和元年１０月２１日 

愛  媛  大  学 

公開セミナー「都市の木造建築化を考える」 
シンポジウム「人工林の大径木をどう使うか︖」 開催します 

つきましては、地域へ広く周知いただきますとともに、取材くださいますようお願いいたします。 
 

記 
 

日 時︓令和元年 10月 26日（土）、27日（日）9︓00~16︓00 
公開セミナーは、26日（土）9︓00~16︓00、および 27日（日）8︓30~11︓30 
シンポジウムは、27日（日）13︓00~16︓00 

場 所︓愛媛大学城北キャンパス 総合情報メディアセンター メディアホール 
対 象︓一般（高校生以上） 
定 員︓100名 
参加費︓2,000円 リカレント総合プログラム並び社会共創クリエイター養成プログラム受講者は無料 
参加申込方法︓10月 24日（木）までに、メールか FAX にてお申し込みください。 

【メールアドレス】 yamada.yozo.fi@ehime-u.ac.jp 
【FAX】 089−946−9665 

駐車場︓駐車場はありませんので、公共の駐車場または公共交通機関をご利用ください。 
※伊予鉄道市内電車環状線「赤十字病院前」下車、北へ徒歩 3分 
※報道機関の方で、車で取材にお越しの場合は、城北キャンパス正門守衛室で手続きを行い，来客用
駐車場を利用してください。 

 
＊お手数ですが、取材いただける場合、 
事前に右に記載のメールアドレスまで 
ご連絡をお願いいたします。 

 
※送付資料 3枚（本紙を含む。） 

 
 

愛媛大学農学部森林環境管理学リカレントプログラムが主催する公開セミナー「都市の木造建築化を考える」
及びシンポジウム「人工林の大径木をどう使うか︖」を下記のとおり開催します。 
公開セミナーでは、人間の健康ならびに精神安定効果が期待される木造建築の基本と防火対策について、ＣＬ

Ｔなどを使った新たな木造建築を推奨される腰原幹雄 教授（東京大学）、木造建築の防火を専門とされる安
井昇 所長（桜設計集団一級建築士事務所）、木の循環がもたらす地域の持続可能性を提案される網野禎昭 
教授（法政大学）を講師にお迎えし、それぞれ第一人者である講師陣と木造建築の将来と可能性について考え
て行きます。 
また、シンポジウムでは、森林所有者として井部健太郎氏（久万造林）、林業事業体として大鍋直幸氏（内

子町森林組合）、製材関係者として砂田雄太郎氏（サイプレス・スナダヤ）、建築家として腰原・安井両先生を
パネリストにお迎えし、楢崎達也氏（フォレストメディアワークス）をコーディネーターに、これから増える人工林の大径
木の利用についてパネルディスカッションを行います。 

本件に関する問合せ先 
大学院農学研究科森林環境管理学サブコース 
山田 容三 
TEL︓089−946−9665 
Mail︓yamada.yozo.fi@ehime-u.ac.jp 

PRESS RELEASE 
 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学 

 



コンクリート社会に変わる都市の木造建築化について構造と耐火の基礎を学び、森林から都市にいたる木造による循環型
社会を考えます。また、シンポジウムでは、森林所有者、林業事業体、製材関係者、建築家が一同にそろい、これから増える
人工林の大径木の利用についてパネルディスカッションします。

［主 催］ 愛媛大学農学部森林環境管理学リカレントプログラム
［共 催］ 愛媛県，愛媛大学社会共創学部クリエイター育成プログラム
［後 援］ 

人工林の大径木をどう使うか？都市の木造建築化を考える

公開セミナー シンポジウム

１０月２６日●・２７日●
9：00～16：00

土 日日 時
令和
元年

会 場

参加費

愛媛大学 情報メディアセンター
メディアホール

2,000円

１０月２７日●
13：00～16：00

日日 時
令和
元年

会 場

参加費

愛媛大学 情報メディアセンター
メディアホール

無料

なお、リカレントプログラムならびにクリエイター育成プログラム受講者は無料 ※リカレントプログラム受講者は、11月以降（調整中）に行う木造建築見学ツアーに参加することで単位を認定します。

講 師 腰原 幹雄（東京大学生産技術研究所・教授）　安井 昇（桜設計集団・一級建築士事務所長）
網野 禎昭（法政大学・教授）

公開セミナー＆
シンポジウム
Seminar and Symposium

林野庁四国森林管理局愛媛森林管理署，愛媛県森林組合連合会，愛媛県木材協会，愛媛県林業研究グループ連絡協議会，日本建築学会四国支部愛媛支所，
日本建築家協会四国支部，愛媛県建築士会，愛媛県建築士事務所協会
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参加日
参加日を○で囲みください（両日可）

愛媛大学農学部学務チーム・森林環境管理学リカレントプログラム担当
〒790-8566 愛媛県松山市樽味3丁目5番7号
TEL：089-946-9086 FAX：089-941-4175 E-mal：morinokuni@agr.ehime-u.ac.jp

26日・27日・シンポ

参加日
参加日を○で囲みください（両日可）

26日・27日・シンポ

参加日
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参加日
参加日を○で囲みください（両日可）

26日・27日・シンポ

お問合せ先・申込み先

セミナースケジュール

（申込み締切り：令和元年10月11日●まで）金

 8：30

11：30

13：00

16：00

  8：50

 9：00

12：00

13：00

16：00

開会挨拶・趣旨説明

都市の木造建築 腰原 幹雄（東京大学教授）

昼休み

木造の耐火建築
安井 昇（桜設計集団）

終了

木造による循環型社会 網野 禎昭（法政大学教授）

昼休み

シンポジウム
「人工林の大径材活用の可能性」
コーディネーター：楢崎 達也（FOREST MEDIA WORKS(株)代表）
パ　ネ　リ　ス　ト：井部 健太郎（久万造林(株)代表取締役）
　　　　　　　　大鍋 直幸（内子町森林組合参事）　　
　　　　　　　　砂田 雄太郎（(株)サイプレス・スナダヤ専務取締役）
　　　　　　　　腰原 幹雄・安井 昇 両先生（建築家）

終了
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